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訓練の概要
日 時 令和６年２月１８日（日）９：３０～１１：３０

場 所 ⑴ 放送局設置場所：文京シビックセンター２５階展望ラウンジ

⑵ 避難所総合訓練会場：区立本郷小学校

（文京区本郷４丁目５−１５）
訓練想定 ・震源地 都心南部直下地震

・規 模 マグニチュード７．３
・震 度 ６強
・時 刻 午前８時
※上記想定の元、発災後後期（７～１０日経過後）の被害状況を放送
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実験試験局の概要

免許人 文京区
識別信号 呼出名称：「ぶんきょうくりんさいじっけん」
電波の型式及び周波数 ２００KF３E ７７．１MHz
空中線電力 １０Ｗ 無線設備の設置場所 東京都文京区
受信想定エリア 文京区及びその周辺
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臨時災害ＦＭ放送訓練の内容
◦協力 文京区アマチュア無線局災害非常通信連絡会

東京ケーブルネットワーク株式会社
※上記団体とは協定を締結し、災害時における協力関係を構築

◦内容 架空の区内被害状況やライフラインの状況、区の対応状況等について放送

4



実験局開設までのプロセス
令和５年度
10月 免許申請事前相談

１月 申請書提出、予備免許発行

２月 本免許交付

本郷小学校避難所総合訓練（実験局放送）

７７．１MHz帯周波数を区民周知（区報・ホームページ）

※一度免許申請をすると５年間有効となったことにより、
今後の事前準備の事務負担軽減が図られる。

※業者委託経費の削減
※実際の災害時に近い状況での訓練実施
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今後の予定

令和６年度
全４回の避難所総合訓練のうち、2回実施予定。
※ ７７．１MHz帯電波の区内伝搬状況を確認するためにも、
会場の立地を検討しながら場所を選定する予定。

※実災害時を想定して、今後災害時広報活動に従事する職員の
参加を検討
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（参考）アマチュア無線局災害非常通信連絡会との協定

 目的

地震などの大災害時に区の災害対策本部と連携し、ア
マチュア無線を使用した情報連絡活動を実施するため、
アマチュア無線個人局を保有する区民と区職員から構成
される「文京区アマチュア無線局災害非常通信連絡会」
を平成16年2月に発足。

 活動内容

大地震などの災害時には区の災害対策本部と連携し、
アマチュア無線により、ご自宅付近の被害状況の収集、
報告活動等。
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